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関わる研究者や実務家の多くは、好奇心あ は生活上の必要から現地の食習慣に馴染もうと努力した経験があるだろ 。他の習慣はある程度適応できても、長年母国で育まれてきた味覚 最も保守的なもの ひとつである。飲食物は直接体内に取り込まれる であるから体質と齟齬を来すこともあり、努力次第でどうにかなるものでも い。本連載では研究者が世界各地で経験した食をめぐ
⑵慣れ親しんだ食品だが味付け、調理法などが異なる、⑶安全かつ十分な食べ物が得られない、といった状況である。この類型に従い 中国北部、特に筆者がかつて一年滞在した山東省青島での経験を中心に紹介 たい。●其の一：食べ慣れない食材　
渤海湾に面する港湾都市の青島は一般的には









ニンニク、味噌を挟ん 齧り付く。野趣あふれる味わいだが、噛み応えがあるので軟弱な筆者の顎は疲弊する。最近直木賞を受賞し 参考文献①では、台湾人の主人公が青島出身 豪気祖父がいつも の臭い させていたことを回想する場面がある。甘めで繊細な味付け南方料理と塩辛く土の臭いのする山東料理は、同じ中華料理と えどもまったく異なる。　
山東独特の食材の代表格は昆虫やサソリであ
る。宴会では栄養価の高い高級食材として塩炒めや素揚げが頻繁に登場する。セミの成虫は口に入れてしまえば特にクセもな 、じっくり揚げたエビの頭部に似た食感だ。冬に油断していると幼虫が出 くる 、成虫より柔らかく食べ






めさせていただく 筆者は中国の農村研究に従事している。長い歴史と広大な国土を誇る中国はまさに美食、珍食の宝庫であ 。人々の食にかける情熱はすさまじく、見知らぬ者同士でも食べ物のことを話題にすれば話が尽き いというお国柄である。夫婦共働きが基本ゆえ、男女問わず料理上手が多く食材ひとつとっても選び方、調理法に至る で延々と話が続き さらには故郷の味自慢が始まってしまうこ もある。　
一部の外国人は、中国人は何でも食べると認
識しているが（実際そういう側面もあるが） 、実は中国の食文化は地域の固有性が強く、保守的ですらあると思う。日常的に外国料理を べる日本人と異なり、大半の中国人は基本的 毎食中華料理を食べ 。日本の中華料理店では四川料理の麻婆豆腐と北京ダックが共存しう 、中国では店ごとに北京料理 四川料 、広東料理など料理の系統が明示されており、原則その地方の料理しか出さない。近年大都市で各地の料理を出す も増えたが、味付けが都会人向けに標準化されており、や り本場の味にはかなわないようである。個人的な経験からいっても、やはり地方都市や農村のほう 地方色の濃い、面白い食べ物に出会うことが多い。　
衝撃的な食との出会いというものを筆者なり
に類型化すると 以下の三つ 分類できる。すなわち、⑴本来食べる習慣がない食材の登場、
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やすい。しかし、土産に持たされた料理の残りの包みに大量のセミが入っていた時には仰天した。味でいえば筆者は華北や東北一帯で食べる、カイコ 蛹のほうが苦手である。串焼きや炒め物が多いが、燻製チーズに似たつ のある外皮はやや硬く、歯を立てると消 ゴムを噛んだような粘着質の食感があり、独特の臭みがある。なお、中国人 間でゲテモノ食いといえば広省を筆頭に南部地域を指す で、筆者の体験などまだ序の口である。　
写真１は農村の宴会の様子である。食卓には
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